
令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・ハートピアのロビー天井の雨漏り修繕や黒カビ対策をしてほしい。  修繕に向けて調整中です。 社会福祉課

・病気を抱えているひとり暮らしの若者にも支援をしてほしい。
 支援を行うにあたり、生活保護や福祉医療等活用できる制度はその方々の状況によって

異なります。生活にお困りであれば、一度社会福祉課までご相談ください。
社会福祉課

・大都市と連携して、瑞浪市に福祉施設をつくってほしい。  現時点では大都市と連携して福祉施設を建設する計画はありません。 社会福祉課

・東濃厚生病院がなくなることが不安。新たな病院の設立や、医師の確保など移転後

の対応を考えてほしい。
健康づくり課

・新しい病院が遠くなりアクセスが心配。市から特別な手配はあるか。 健康づくり課

・市内の産婦人科が少ないため、出産に不安を感じる。 健康づくり課

・釜戸町や陶町には病院がなくて暮らしにくい。緊急時でも安心して頼れるシステム

があるといい。
健康づくり課

・バリウムは負担になるので、特定検診に胃カメラを追加してほしい。

 胃がん検診に胃カメラを導入することについては、近隣の検診機関に打診しましたが、

現状では受入れ困難な（検診として対応できない。精度の高い検診を実施するためには適

切な撮影ができ複数の読影医師が必要、精度管理のための体制整備が必要等の条件があ

る）状況です。今後、実施可能な方法や検診可能な施設等の情報収集をするとともに検討

していきます。

健康づくり課

・医療費を高校生までにしてほしい。
 無償化には多くの財政負担を強いるため、国等の補助がない現状では実施が困難だと考

えています。
保険年金課

基本方針1

健康福祉

地域福祉・社会保障

健康・医療

 東濃厚生病院と土岐市立総合病院の再編により、新病院を建設することで、医療資源・

人材の集約化により高度な医療サービスの提供と将来にわたる地域医療の確保を目指して

おります。

 現東濃厚生病院をＪＡ岐阜厚生連により一次医療機関として継続していただくこと、及

び既存スペースを福祉・介護施設等として活用していただくことなどを要望しておりま

す。

 土岐市肥田町に建設が予定されている新病院へのアクセスについては、病院の運営を

担っていただくＪＡ岐阜厚生連の対策や公共交通の見直しなどにより対応してまいりま

す。

 新病院に設置される診療科については、新病院の基本構想・基本計画の策定において検

討されますが、市としましても産婦人科、小児科の設置については強く要望しておりま

す。

 医療機関がない地区（釜戸町・陶町）にお住まいの方には東濃厚生病院の巡回診療や送

迎バスを利用していただくとともに、緊急時（急変時）には迷わず救急車を利用していた

だきたいと思います。新病院のへき地医療への対応についても基本構想・基本計画策定の

中で検討されています。
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・子育て支援（子どもを預けることができる保育所等）を充実させてほしい。

 保護者ニーズに合った教育・保育を提供できるよう、認定こども園への移行などを進め

ています。また、令和２年度には「子育て世代包括支援センター」を設置し、妊娠期から

子育て期の相談に対応できる体制としたほか「病後児保育事業」に病気治療中の子どもを

対象に加え「病児・病後児保育事業」をスタートするなど支援策を拡充しています。

 これらの情報については、親と子のハンドブック「にこにこ」、母子手帳アプリ、瑞浪

市ホームページなどで広くＰＲしていきます。

子育て支援課

・市で学童保育の受け入れをしてほしい。

 各地域で学童保育を実施している団体があり、その運営団体は保護者会、NPO法人等

となっています。今後も学童保育を実施する団体に対し、運営費を交付し、学童保育の充

実を図っていきます。

子育て支援課

・子どもが遊べる施設（公園や体育館等）を増やしてほしい。

 市内に４か所の児童館を設置し、より利用のしやすい児童館とするため、市社会福祉協

議会に指定管理をお願いしています。公園については、地域で整備され児童遊園地として

登録をいただいた公園が市内に33箇所あります。維持管理のための消耗品の提供、遊具

の保守管理、修繕等を行っていますので、安心してご利用ください。

子育て支援課

・母子家庭など低所得家庭への支援をお願いしたい。

 母子家庭への支援としては、児童扶養手当の支給しています。また、給付金制度とし

て、「母子家庭等自立支援訓練給付金制度」や「母子家庭等高等職業訓練促進給付金制

度」、貸付制度として「母子家庭等高等職業訓練促進貸付制度」「母子父子寡婦福祉資金

貸付制度」等がありますので、ご相談ください。

 その他、令和３年度からは、ひとり親家庭を対象とした「ひとり親家庭学習支援事業」

を実施しています。

子育て支援課

・Mビルに子連れで利用できるフリースペースをつくってほしい。
 Ｍビルはどなたでもご利用可能なフリースペースです。現在も、子供用に絵本が置いて

ありますので、お子さんと一緒にご利用ください。
都市計画課

障がい者福祉 ʷ ʷ ʷ

・高齢者の住みやすい瑞浪市であってほしい。

 第8期高齢者福祉計画に基づき「地域包括ケアシステム（住み慣れた地域で最後まで過

ごすことができる環境づくり）」の深化・推進を進めており、高齢者が住みやすい地域づ

くりに取り組んでいます。

高齢福祉課

 地域包括支援センターと連携し、体操等の介護予防事業の充実・推進を行っています。

また、体操や筋トレなど所定の介護予防活動を行っている団体へ補助金を交付する事業が

あり、今後も継続していく予定です。

高齢福祉課

 瑞浪市レクリエーション協会が開催する、子供から高齢者まで楽しめるレクリエーショ

ンフェスティバルに対し交付金を交付し、高齢者スポーツの充実に努めています。
スポーツ文化課

・高齢者スポーツを充実させてほしい。

子育て支援
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・高齢者が参加できるボランティアや働ける場所をつくってほしい。

 高齢者の活躍の場への支援としては、シルバー人材センターへの補助により高齢者就労

の支援を行っている他、高齢者安心支えあいポイント制度（福祉施設・所定の集いの場・

支援を必要とする個人宅にて30分以上の所定の活動を行うと、ポイントが付与される制

度）を実施し、活躍の場を増やす取り組みを行っています。

 ボランティア活動団体としては、各種ボランティア団体が活動しています。ボランティ

ア団体については、社会福祉協議会のボランティアセンターへお問い合わせください。

高齢福祉課

・医療と連携した高齢者施設の充実を図ってほしい。

 施設整備については、R4年度実施予定の介護に関するアンケート等でニーズを把握

し、必要な事業所の確保・参入促進に努めます。医療と介護の連携については、関係者へ

の研修等により人材育成に努めます。

高齢福祉課

・利用者の立場に立ったデイサービス施設の運営をお願いしたい。
 高齢者福祉計画等の策定時に実施している介護に関するアンケート等でニーズを把握・

公表し、事業者等へ市民の意見・意向を周知しています。
高齢福祉課

・二世代同居への支援をしてほしい。

 在宅で高齢者の介護を行っている方への支援（二世代同居に限りません）としては、一

定の状態にある高齢者等を介護している方への介護手当や、リフト付きタクシーの利用助

成、紙オムツ等の介護用品のクーポン券の支給、認知症高齢者の位置探索受信機の貸出等

の事業があり、今後も継続していく予定です。

高齢福祉課

・伐採木をまた配布してほしい。
 現状では配布する伐採木が発生する見込みがありません。今後、そのような機会があり

ましたら検討いたします。
土木課

・ペットボトル、空き缶の回収頻度を上げてほしい。

 資源ごみは、不燃ごみの収集日と重ならないように420箇所の集積場を18地区に分けて

毎月の収集日を設定し、収集を行っています。

 回収頻度を増やした際には、可燃・不燃ごみの収集日と重なる可能性があります。同日

に各ごみが集積場に排出されると集積場の許容量を超える恐れがあり、交通への影響や、

集積場を管理している清掃当番の方への負担が増えるため、回収頻度を上げることはでき

かねます。

 ペットボトル、空き缶の指定集積場としてクリーンセンター内のリサイクルステーショ

ンは終日利用ができます。また、総合文化センター内にも集積場を設置しており月曜日、

年末年始を除く9時から21時まで利用ができますので、当集積場のご利用をお願いしま

す。

クリーンセンター

高齢者福祉・介護

基本方針２

生活環境

循環型社会
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・車両からのポイ捨てが多く、道路や待避所に空き缶や紙屑等が散乱しているので、

取り締まりを強化してほしい。

 ポイ捨て等の不法投棄を防止するため、環境対策指導員等のパトロールやポイ捨て防止

イラスト看板の設置などの対策を行っています。また、ポイ捨ての連鎖を防ぐため、業者

に委託して投棄物の回収も実施しています。なお、投棄物の中に原因者が分かるものを発

見した場合は、警察と連携して厳しく指導しています。

環境課

環境保全・エネルギー ・ソーラーパネルを設置する時は、環境への配慮をしてほしい。

 市は、再エネの促進と自然環境等の保全との調和を目的とした条例を令和2年度から施

行しています。市内で実施する太陽光発電事業については、この条例の趣旨に基づき、自

然環境や生活環境への配慮を求めています。

環境課・都市計画課

・コミュニティバスの運行本数やダイヤ、運賃を見直し、もっと利用しやすいように

してほしい。
商工課

・郊外の交通がとくに不便。 商工課

・免許返納後の支援や高齢者の交通手段について考えてほしい。 商工課

・相乗りタクシーの整備をしてほしい。 商工課

・リニア開通後、利用しやすいようJRに瑞浪ー中津川間の電車の本数を増やす働きか

けをしてほしい。
商工課

公共交通

 瑞浪市内の公共交通機関につきましては、コミュニティバスが市内９路線を５台の車両

で運行しており、運賃を距離に応じ100円から400円と設定しています。また、交通不便

地域である日吉地区、明世地区、釜戸地区、大湫地区においては、デマンド交通「いこＣ

ａｒ」という乗り合いタクシーが各地域と市中心部を１日３往復運行しております。運賃

につきましても、おひとり１乗車500円と大変お得な設定となっており、車を運転できな

い方の日常生活の足として活躍しております。瑞浪市内には他にＪＲや東濃鉄道バスが運

行しており、コミュニティバスはそれぞれの接続に配慮しながらダイヤの編成を行い、限

られた人員と車両数で最大限の便数を確保しながら、効率的な運行を行っております。運

行経路や時刻の見直し、停留所の新設にあたっては、毎年利用者アンケートや地区要望を

募り、実現可能な件に関しては出来る限り細やかに対応し、利便性向上に努めております

ので、ご理解いただきますようお願いいたします。

 現在、運転免許証を自主返納された方に5,000円相当のバス回数券やタクシー利用券を

進呈する支援事業を行っております。また、支援を受けられた方にアンケート調査を実施

する等、事業への意見集約及び返納後の移動実態の把握に努めております。状況を分析す

る中で、車を運転しなくても安心して外出できる交通手段について検討していきます。

 相乗りタクシーについては令和3年11月1日、国において配車アプリ等を通じて目的地

の近い旅客同士を運送開始前にマッチングし、タクシーに相乗りさせて運送するサービス

を認める新たな制度が導入されました。タクシー事業者にとっても、「相乗りサービス」

を提供することで、利用者の利便性の向上を図り、新たなタクシー需要を喚起することが

期待されますので、市内運行事業者の動向に期待します。

 瑞浪市では他の自治体等と連携し、毎年ＪＲ東海に対して利用者等のニーズに基づいた

要望書を提出しています。瑞浪ー中津川間の電車の本数増につきましても、リニア開通を

見据え継続して要望を行ってまいります。
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・災害に備えた安心、安全なまちづくりをしてほしい。

 市は、いかなる災害等が発生しようとも、市民の命が守られ、経済社会が機能不全に陥

らず、速やかに回復する強さとしなやかさを備えた瑞浪市を作り上げるため、本市におけ

る国土強靭化に係る計画等の指針となる瑞浪市国土強靭化地域計画を令和２年度に作成し

ました。具体的な取組みは、「瑞浪市国土強靱化地域計画アクションプラン」に取りまと

め、毎年度、進捗管理（PDCA）を行いつつ、事業を推進してまいります。

生活安全課

・消防は日頃からもっと訓練をして、有事の際に備えてほしい。

 新型コロナウイルス感染症対策として、屋外等における多人数での訓練実施は控えてい

ますが、代わりに少人数での訓練を実施しています。今年度（４月～１１月）は、１７６

回の訓練を有事に備えて実施しました。

今後も新型コロナウイルス感染状況等を考慮しながら訓練を計画、実施していきます。

消防総務課

・土岐川等の河川の氾濫が心配されるので、危険箇所の調査と対策をしてほしい。 生活安全課

・陶生苑は浸水区域にありながら、避難所になっているので、名滝団地等に移転して

みてはどうか。
生活安全課

・避難時の行動を地域別に市民にわかりやすく提示してほしい。 生活安全課

・消火器を設置したいが、期限切れの処分に困ったことがある。
 消火器の処分については、消火器を販売している店舗又は消防本部予防課にお問い合わ

せください。
消防総務課

消防・防災

 市内を流れる土岐川や万尺川など一級河川の河川改修及び護岸整備は、県が行い、市

は、その他の河川について、猿爪川浸水対策及び普通河川緊急浚渫推進事業を推進し、危

険箇所の解消を図っています。

 特別養護老人ホーム「みずなみ陶生苑」は、洪水ハザードマップに民間避難所として掲

載されています。これは、状況により、市が要配慮者を受け入れて頂くことを要請し、施

設管理者が承諾して、福祉避難所を開設した場合ですので、陶生苑は、一般の避難者を対

象とした市指定避難所ではありません。

 市は、豪雨などにより土砂災害や浸水被害が想定される区域を示した土砂災害及び洪水

ハザードマップを、今年５月全戸配布しました。また、市ホームページでも公開していま

す。このハザードマップにより、自宅周辺の危険性を確認して、自宅が危険な場所（土砂

災害警戒区域又は浸水想定区域内）の方は、市指定緊急避難場所、指定避難所の他、安全

な親戚・知人宅等の自主的な避難先を予め決めておくことや、日頃から防災行政無線及び

防災ラジオの他、テレビやインターネットを活用して、気象情報や避難情報などの防災情

報を確実に取得するとともに、情報の意味を理解し、適切な避難行動ができるようにして

おくことを周知しています。避難行動は、市民一人一人が自分の命は自分で守る「自助」

として、日頃からハザードマップで自宅周辺の危険性を確認し、災害時にどのような行動

をするかを考えておくことも重要です。

 また、どんな情報をもとに、どの経路で、どこに避難するかなどの手順を一目でわかる

ように整理した「災害・避難カード」作成講習会を実施していますので、区や組単位で生

活安全課にお申し込みください。
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・子どもたちが安心して外で遊べるような、犯罪や事故のないまちになってほしい。

学校、子ども園周りに通学通園専用道路をつくる等、通学路を安全に通えるようにし

てほしい。

 青色防犯パトロールや交通安全の街頭啓発などで犯罪や事故のないまちづくりを心掛け

て活動しています。また通学路については、小・中学校や地区から危険箇所修繕等の要望

があげられ、調査・点検をして安全に通学出来るように対応しています。今後も安全に生

活出来るまちづくりに努めて参ります。

生活安全課

・駅前の横断歩道が、車が止まらず大変危険。

 横断歩道では「歩行者優先」の交通ルールがあります。市では毎月２回、警察や交通安

全協会の方々と協力して交差点等で歩行者の見守りの街頭啓発を行っています。交通安全

の意識を高めるために、今後も引き続き交通安全啓発に努めて参ります。

生活安全課

・家の近くの道路沿いが夜暗くて危ない。（街灯が少ない）

 防犯灯については、令和２年度に既存の防犯灯はＬＥＤ化し、令和３年度より新規設置

や維持管理は各自治会が行い、新規設置には補助金制度を設けています。今後も安心で安

全なまちづくりのために、交通安全や防犯の啓発に努めて参ります。

生活安全課

・雇用機会の増加。働ける場所の充実を図ってほしい。

 雇用を創出し、人材（若者）の流出防止を図るため、瑞浪市としても積極的に企業誘致

に取り組んでおり、ここ数年で、㈱エィ・ダブリュ瑞浪、ダイキャスト東和産業㈱、司企

業㈱、㈱トキワが立地し、多くの雇用を創出することができました。特に(株)エイ・ダブ

リュ瑞浪（R4.4.1～(株)アイシン瑞浪に社名変更予定）では、1,000人以上の方が働いて

おり、多くの市内の若者も雇用されております。また、4年前から高校生を対象とした

「合同企業説明会」を行っており、企業と地元の高校生をマッチングして、地元での就職

促進、人材の流出防止に繋げる取組みを行っております。なお、今年度はコロナ禍のた

め、従来とは方式を変えてＷｅｂ上での開催とし、Ｗｅｂ上で各企業の紹介ページを制作

し、企業紹介動画により、高校生、大学生、一般求職者に向けに情報発信を４月以降に行

う予定です。

商工課

・相談がしやすく、解決策を導いてくれるような窓口や場所があれば。

 市民相談窓口については、年に１回（毎年５月頃）「広報みずなみ」に市内・県内の主

な相談窓口を掲載している他、毎号、「困りごと相談」コーナーに、市内で受けられる相

談窓口を掲載しております。また、市ホームページにおきましても、各種相談窓口を掲載

しており、トップページの「相談窓口のご案内」よりご覧いただけます。今後も引き続き

周知に努めて参ります。

生活安全課

・公園墓地等があるといい。

 現在、市内において寺社や自治会等で管理している墓地の数は充足していると考えてい

ますので、新たに公園墓地を含めた市営の墓地を建設する予定はありません。

 墓地の問合せに対しては、宗教を問わず墓地を設置できる、もしくは永代供養できる寺

社等を紹介しています。

環境課

市民生活

防犯・交通安全
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・犬、猫の殺処分をなくすようにしてほしい。

 殺処分は、犬についてはほとんどありませんが、猫については減っているものの実施さ

れている現実があります。

 保健所及び市においては、動物愛護の観点から猫の殺処分をなくすべく、不妊手術を施

し元の場所に戻して一代の命を全うすることや里親に譲渡するなどの取り組みを進めてい

ます。

環境課

・国道19号線瑞浪恵那道路の早期開通。 都市計画課

・新国道19号には疑問が残る。 都市計画課

・歩道をもっときれいにして、歩きやすくしてほしい。（陶～大川団地）

 歩道は道路管理者である岐阜県（県道）・瑞浪市（市道）が管理していますが、公共施

設維持管理里親制度による地元での管理についてもご検討ください。なお、通行に支障の

ある箇所がありましたら、土木課までご連絡ください。

土木課

・道路のへこみを早く直してほしい。（明智台、わだクリニックの前の道）  通行に支障のある箇所がありましたら、土木課までご連絡ください。 土木課

・夜道が危ないので街灯を増やしてほしい。
 道路照明灯は基準に基づき設置されており、すべての道路に設置されているわけではあ

りませんのでご理解ください。
土木課

・河川敷、堤防の管理（草刈り等）をしっかりやってほしい。 土木課

・河川の氾濫を防げるよう、護岸工事や川底の掘り下げ等をしてほしい。 土木課

・家の石垣の修繕をお願いしても、話が進展しない。早く直してほしい。 土木課

・他人の山の木が大きくなりすぎて、いつ崩れてくるかと思うと不安。 土木課

基本方針３

都市基盤

道路・河川

 河川敷や堤防は、河川管理者である岐阜県（一級河川等）・瑞浪市（普通河川）が管理

しています。護岸工事・浚渫や草刈り等を適宜実施していますが、支障のある箇所があり

ましたら、土木課までご連絡ください。

 個人敷地内の石垣や民地の間のトラブルについては、公共施設が関係しない場合は市が

関与することはできませんが、家屋に危険を及ぼすと思われる山林の伐採は「危険木伐採

事業費補助金」を活用できる可能性がありますので農林課にご相談ください。なお、地域

の公共的な土木施設の修繕や整備、改良に係る要望につきましては、地域の自治会よりご

要望いただいた上で、市で緊急性や優先順位等を判断して対応させていただいていますの

で、ご理解をお願いいたします。

 一般国道１９号瑞浪恵那道路は、渋滞・事故などの交通課題の解消やリニア中央新幹線

の開業の地域振興に寄与することを目的に計画された道路で、国土交通省により工事が進

められています。2027年予定のリニア中央新幹線開業までに、全線が開通されるよう、

引き続き、国や県及び地元関係者とも積極的に連携しながら、事業の進捗に協力してまい

ります。
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・旧陶小学校が廃墟となってしまって、防犯的にもまちなみ的にも非常に残念。何か

雇用を生み、継続的なビジネスとなるような施設にしてもらいたい。

 旧陶小学校跡地については、旧陶小学校跡地利用公募型プロポーザル審査を行い、活用

候補者の選定を行いました。今後、民間事業者により施設の利活用が進められます。
商工課

・釜戸町に建設予定の道の駅に、水素ステーションやキャンプ場等があるといい。土

岐川を利用した道の駅づくりをお願いしたい。
都市計画課

・誰もが利用しやすい総合公園をつくってほしい。 都市計画課

・各町内に、2、3ヵ所子ども公園を設置してほしい。安全のため車が入らないよう一

段高くしてほしい。
都市計画課

・稲津町に公園をつくってほしい。 都市計画課

・公園や道路等のメンテナンスをしっかりやってほしい。 都市計画課

・駅前の整備、再開発をし、活性化を図ってほしい。 都市計画課

・駅前に魅力的なお店をつくってほしい。アンテナショップをつくってほしい。 都市計画課

・免許返納後も生活がしやすいよう、駅前を利用して高齢者住宅をつくってほしい。 都市計画課

・Mビルは今後も、今のようなフリースペースやイベントを行える場所として残して

ほしい。
都市計画課

・駅前のイベント開催が活性化される仕組みや使いやすい助成金の検討をしてほし

い。
都市計画課

都市計画課

・駅前ロータリーを拡張する、バスと送迎車を別にする等スムーズに発着できるよう

にし、もっと利用しやすくしてほしい。
都市計画課

・2つの駅を活用し、駅中心の生活も構想していく。 都市計画課

・地価や立地を生かして、名古屋圏への通勤者を呼び込めるようアピールをする。 都市計画課

・駅から徒歩圏内に分譲タワーマンションを建設してほしい。 都市計画課

・空き家や空き地、空き店舗等の管理と活用を促進してほしい。 都市計画課

・駅前の整備だけではなく、郊外の整備も考えてほしい。 都市計画課

都市計画課

 2027年の開駅を目指し、道の駅基本計画の策定を進めております。今後、地域の意見

等を踏まえながら水辺空間の活用やグランピング施設整備等の様々な可能性を検討してま

いります。

 総合公園である瑞浪市民公園には、自然を感じることができる散策路や体育館等のス

ポーツ施設を整備しておりますので、そちらをご利用ください。

 都市公園については市内３１箇所あり、総合公園の瑞浪市民公園を除き、区画整理事業

等により整備しています。現時点では、新たに都市公園を整備する計画はございません。

 都市公園施設の維持管理は毎年計画的に行っております。除草等は地域の方々等にもご

協力いただきながら進めております。

まちなみ

 JR瑞浪駅周辺は「未来の子どもたちに渡せるまち」をコンセプトに、まちの活性化や

賑わいの創出、まちの魅力及び生活環境の向上を目指して取り組んでいます。駅北エリア

には、中央公民館や図書館の既存施設を集約し、新たな機能を加えた複合公共施設の整備

を検討しています。新たに整備する施設を「東濃地域や市民のサードプレイス（自宅・学

校・職場以外の居心地の良い場所）」と位置づけ、カフェ等を併設した図書館や、式典等

を行うことができるホール機能、充実した貸しスペースや学習室等を整備し、誰もが気軽

に立ち寄って時間を過ごすことができる居心地の良い空間を作り、多くの人に利用される

複合施設を目指します。既存の商店街や住居が立ち並ぶ駅南エリアでは、駅に隣接する利

便性の高い場所に、地権者だけでなく新たに住みたい人も入居できる住居と、飲食店や小

売店等の商業施設の入った再開発ビルを整備、併せて、子どもたちが安全に遊べる芝生広

場、歩いてみたくなるまちなみを整備し、地域住民だけでなく多くに市民が憩えるまちを

目指します。このうち、再開発については地権者の組合が実施します。それ以外の周辺エ

リアについては、空き店舗を活用していただくための支援を行っており、今後も新しい事

業者の参入や、リノベーション等によるまちの活性化を促していきます。

 より良いまちづくりをするため、Mビルなどで実施している関連の社会実験の結果や市

民アンケートの結果も計画に反映していく予定です。駅周辺が魅力あるまちになること

で、瑞浪市全体も魅力あるまちになるよう今後も事業を進めていきます。住環境
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

 瑞浪市は、自然と都市が調和し、名古屋までＪＲ中央線で４８分とアクセスも良好で、

高校・大学も立地し、全国で７校しかない文部科学省指定のスーパーエコスクールがある

など、教育施設も充実し、若い世代も住みやすいまちであると考えております。

 今後、そういった本市の魅力を、市外の若者に効果的に発信し、市の認知度やイメージ

を向上させるとともに、市民のまちへの誇りや愛着の醸成を図り、誰もが誇れる定住志向

の強いまちづくりを目指していきたいと思います。

市民協働課

・校舎跡地の活用をインターネットで募集してはどうか。

 それぞれの場所で有効な活用方法を検討していきます。なお、旧釜戸中学校、旧陶小学

校の跡利用に関しては、インターネット、ダイレクトメール等により、広く活用事業者を

募集しました。

企画政策課

・釜戸駅にエレベーターを設置してほしい。

 瑞浪市では他の自治体等と連携し、毎年ＪＲ東海に対して利用者等のニーズに基づいた

要望書を提出しています。釜戸駅に対するエレベータの設置についても要望を行ってまい

ります。

商工課

・水道料金が高いので見直してほしい。

 瑞浪市の水道について、水源がないため、浄水を県から購入しています。また、区域が

広域で給水人口が少ないため、整備費用に対して料金収入が低い上に、山間部であり送水

ポンプ等維持管理費が高くなります。このため、本来は、料金収入で水道事業を経営する

べきですが、料金だけの経営が困難なため、一部一般会計からの補助金等を受けて経営が

成り立っています。また、これまでも、組織のスリム化や隔月検針による委託料の減額等

経営の合理化を図ってきましたが、今後、人口減少及び更新需要の増加により経営環境は

一層厳しくなると予想されるため、現状では水道料金の値下げは考えていません。

上下水道課

・下水道の無料設置（全戸）を進めてほしい。
 水道事業および下水道事業は、電気料金などと同じように、使用される方の使用料など

で賄われており、受益者負担が原則のため、無料にはなりません。
上下水道課

・まだ上水道が整っていない。早く水道を引いてほしい。

 全域に水道を引くということで、居住区域は、ほぼ水道区域に設定しておりますが、集

落から離れているところは、それぞれ個人で対応していただくこととなっております。た

だし、個別案件もございますので、一度ご相談ください。現地を確認します。

上下水道課

・下水工事（８年前位）も完備してるのに、水洗トイレにしない家に、何かお勧めを

しているか。

 下水道法において、下水道の処理が開始された日から３年以内に水洗便所に改造し、接

続しなければならないとされており、当市においては、水洗便所設置工事の融資あっせん

と利子補給制度を創設し、広報やホームページにより周知を図っています。また、水道の

検針票と共にその制度に関する案内をチラシにして配布しています。

上下水道課

上下水道

・若者に魅力的な住みやすいまちづくりをし、移住・定住を促進してほしい。（充実

した店舗、就職先の確保、子育てしやすい環境づくり、住居の斡旋等）
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・農業に力を入れてほしい。

 瑞浪市は、市域の多くが丘陵地からなる中山間地域でありますので、地域特有の不整形

で狭小な農地が多く存在します。これにより大規模な農業経営が制限されることから、農

業者の大半を個人経営体が占めています。こうした個人経営体の皆さんが継続して農業を

行っていくためには、販路を確保し、経営の安定化を図ることが必要となります。こうし

たことから市では、平成２３年度に個人経営体の皆さんが農産物を販売する場所となる農

産物等直売所を整備しました。また、農業者の高齢化による担い手不足も深刻な問題であ

ることから、担い手の育成や集落組織などによる農地管理等に対して支援も行っていま

す。加えて、効率的な農業経営が可能となるよう圃場整備も順次実施しているところで

す。市としましては、引き続き農産物等直売所を拠点として地域農業の活性化を図るとと

もに、各種支援策を積極的に進めることで農業の発展に努めていきます。

農林課

・土岐川の河川敷を利用して樹木園をつくってほしい。

 河川敷や堤防道路などの河川区域内に植樹をすることにより、堤防強度の低下や流水の

支障となるなど河川機能を阻害する恐れがあり、防災上の管理が困難となるため、樹木園

の整備は考えておりません。

農林課

・農家で作り過ぎ、余った野菜を各地に販売所を再設置して多くの人に購入してほし

い。きなぁた瑞浪まで買いに行くことが難しい人にも、スーパーの近くや空き地など

に設置し、気軽に立ち寄れるように。

 市では、平成２３年度に地域農業の振興を目的に土岐町地内に農産物等直売所を整備し

ています。農産物等の販売にあたっては徹底した衛生管理を行う必要がありますので、建

物の整備、人員の配置などが不可欠となります。市で新たに販売施設を整備することは財

政面、管理面などの観点から困難となりますので、既存の施設である「きなぁた瑞浪」を

活用して農産物等を出荷いただきますようお願いします。

農林課

・産業に役立てる等、耕作放棄地の土地活用を考えてほしい。

 農地は水源の涵養、自然環境の保全、良好な景観の形成など多面的な機能を有していま

す。しかしながら、近年、高齢化による担い手の減少などにより耕作放棄地が増加傾向に

あり、農地の持つ機能の発揮に支障が生じつつあります。こうしたことから、市では耕作

放棄地の再生の取り組みに対して支援を行うなど、発生防止と解消に努めています。

 市としましては、耕作放棄地については農地として再生することで、多面的機能を確保

していく必要があると考えています。そのためには農業が産業として自立する必要があり

ますので、今後も農業生産物の価値を高める６次産業化の取り組みに対して支援を行うな

ど、耕作放棄地を活用した農業の取り組みを推進していきます。

農林課

基本方針４

産業経済

農林業
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

畜産業 ・きなぁた瑞浪の取り扱い商品を拡大してほしい。

 農産物等直売所は農畜産物や林産物等を販売するための施設であり、地元農家が栽培し

た野菜や瑞浪ボーノポークなどの地元特産品を取り扱っています。この直売所は農業振興

と地域活性化を担うことを目的に建設した施設でありますので、地元農畜産物や特産品な

どの取扱商品を拡大することは重要なことであると考えています。そのため、令和２年か

らは新たに瑞浪ボーノポークを使用したハムやソーセージなどの加工品の製造・販売など

も開始しています。

 市としましては、引き続き、地元農業者の農産物等の出荷を促進するとともに、農業の

６次産業化による地元特産品の開発を推進することで、直売所の取扱商品の拡大につなげ

ていきます。

農林課

・商業施設や娯楽施設があるとよい。（ショッピングモール、アウトレット、大型

スーパー、映画館、ゲームセンター、カラオケ等）
商工課

・飲食店を充実させてほしい。 商工課

・釜戸地区に建設予定の土地をスーパーや薬局等に検討し直してほしい。
 釜戸町宿地区の工場用地につきましては、進出企業が決まっていることから検討の余地

はございません。
商工課

・プレミアム商品券をまた実施してほしい。販売期間、販売場所の改善がされるとよ

り購入しやすくなる。
商工課

・プレミアム商品券を市民以外の人への発行も検討してほしい。 商工課

商業

 プレミアム商品券につきましては、コロナ禍における経済対策として、令和2年度に2

回実施しました。実施方法は、新型コロナウイルスの感染状況や市内経済の状況を考慮

し、対象店舗で購入する方法と、指定の販売箇所で購入する方法に分けて実施しました。

商品券の発行につきましては、新型コロナウイルスの感染状況を念頭に置きつつ、市内経

済の好循環を第一に様々な形態を模索する中で、より現実的な検討をしてまいります。

 地方都市である瑞浪市では、名古屋等の大型商業施設があるところと比べると娯楽とい

う面においての施設が少ないのが現状です。商業施設の運営は民間企業が行いますが、企

業は利益を出さなければならないので、収益の出る場所に立地します。近隣の大型商業施

設として土岐市のアウトレットがありますが、このアウトレットの商圏は、市域を超えた

広域を想定していること、また、数年後に土岐市にイオンモールの出店計画があることを

鑑みると、企業は収益性の面からも、瑞浪市にさらに新しい大型の商業施設を立地するの

は難しいと思われます。

イオンモール等の規模ではございませんが、瑞浪市も大型のスーパーや家電量販店等の商

業施設が複数立地しており、生活に必要な物がすぐに手に入る住みやすい環境が整ってお

りますので、買い物等について、引き続き市内をご利用いただければと思います。
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・企業誘致に取り組み、雇用や税収の確保に努めてほしい。 商工課

・地場産業の新興にもっと力を入れるべき。 商工課

・瑞浪クリエイション・パークへの進出工場も増えてきたので、これからも商工業の

発展を図ってほしい。
商工課

・観光資源の活用をし、さらなる発展を図ってほしい。（⿁岩公園、竜吟の滝、神

社・仏閣、城跡、宿場町、サイエンスワールド等）
商工課

・ボーノポーク、きよら美濃エビ等をもっとアピールしてほしい。 商工課

・中山道大湫宿を交通の便を良くして一大公園化し、更なる活性化を図ってほしい。 商工課

・化石公園等を利用した野外ライブ等の開催をし、全国から集客を図る。 商工課

・瑞浪市のファンカードや名刺を作成。観光時に地元で使ってもらえるようなサービ

スやお土産等を用意して、「行ってみたい」と興味をもってもらう。
商工課

・観光組合の法人化。 商工課

・瑞浪市には地層も多いので、マニア向けに見学や採取を拡大し、集客を試みてはど

うか。

 化石博物館では、初心者向けの講座だけでなく、上級者向けの講座（みずなみ化石教室

上級コースや夏の化石教室）を開催し、より化石について詳しく学んでいただけるような

工夫をしております。今後も様々なご意見を参考に講座内容を検討していきます。

スポーツ文化課

工業

観光

 瑞浪市では、雇用を創出し、人材（若者）の流出防止を図るため、積極的に企業誘致に

取り組んでおり、ここ数年で、(株)エイ・ダブリュ瑞浪（R4.4.1～(株)アイシン瑞浪に社

名変更予定）、ダイキャスト東和産業㈱、司企業㈱、㈱トキワを誘致し、誘致企業の立地

により、多くの雇用の創出と設備投資による税収増（固定資産税等）を図ることができま

した。今後も学校跡地や民間所有地を活用した企業誘致を行い、雇用の創出と安定した税

収の確保を図っていきたいと考えております。

 陶磁器業界をはじめとする地場産業に対しては、販路開拓事業への支援のほか、雇用等

に係る各種セミナーの開催や相談に応じています。他にも創業に係る設備費用に対し補助

金を交付するなど、経済活性化に向けた取組を実施しており、これらの支援事業を推進す

ることで、商工業の発展を図ってまいります。

 ご意見頂いております通り、瑞浪市には多くの観光資源があり観光地としての魅力を秘

めています。頂いたご意見を参考にさせていただき、観光資源の磨き上げや整備、新たな

観光プランやサービスの造成、パンフレットやサイトの製作などを検討し、観光地の魅力

向上と情報発信に努めてまいります。

 瑞浪ボーノポークやみずなみ焼きといった地場特産品をPRする機会として、これまで

ボーノポークグルメスタンプラリーやみずなみ陶器祭りといったイベントを実施していま

す。また、瑞浪市観光協会では「観光協会推奨品」と題して、市内の事業者からおすすめ

の一品を募集し、瑞浪の新たな特産品としてPRを行っています。今後も市外の方に限ら

ず、市民の皆様にも認知して頂けるよう、特産品PR機会の増加に努めてまいります。

 中山道大湫宿ではこれまでに、国登録有形文化財の建物を改修し、観光案内所や民間活

力による古民家カフェとして活用しています。また、地元が行う街並みの保存を支援し、

宿場町として往来の景観を残しつつ整備を行い、観光地としての活性化を促進していま

す。交通の便に関しては駐車場の整備や観光利用可能なデマンド交通の運行に取り組んで

おります。引き続き景観を保全した整備と交通利便性の向上を図り、大湫宿の活性化に努

めてまいります。

 瑞浪市観光協会については現在事務局⾧の募集を開始し、法人化に向け取り組んでいま

す。引き続き法人化を目指し、観光事業を強化してまいります。
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・未来を担う子どもたちの教育、人材育成に力を入れる施策をお願いしたい。
 学力向上に向けたきめ細やかな指導の推進と、自立し社会参加するための基盤となる力

の育成に力を入れています。
学校教育課

・幼稚園、学校の先生の業務量の削減。学校で働く人の環境改善。
 時間外勤務を減らす校内体制の確実な推進と校務支援システム等による業務の効率化を

行います。
学校教育課

・学校が合併し、バスで通わなくなったため、親の負担が増加している。
 中学校の統合により学校が遠くなり、ご不便をおかけしていますが、スクールバスを運

行しておりますのでご理解をお願いします。
学校教育課

・週一、月一でも良いので図書館を遅くまで開けてほしい。 社会教育課

・図書館はもっと広く、ゆったりとして椅子と机を多めにしてほしい。 社会教育課

・市役所のロビー２Ｆ階段室を専門書の図書コーナーにしてはどうか。 社会教育課

・小規模で使用できるような体育館施設を身近に多く使用できる環境づくりをしてほ

しい。
 市民体育館以外にも学校開放による体育館等の施設が利用可能です。 スポーツ文化課

・スポーツを楽しむことができるよう、施設の利用者に「施設利用者の心得」等を市

から発信し、誰もが尊重し合う楽しい施設にしてほしい。
 随時注意喚起を行う等など、どなたでもスポーツを楽しめる環境づくりに努めます。 スポーツ文化課

・「世界ゆるスポーツ協会」を参考に、瑞浪市でイベントを開催したり、地域内で取

り組むのはどうか。

 現在は、地区対抗の野球やティーボールの大会を開催しています。また、レクリエー

ションスポーツとしてワンバウンドふらばーる体験会やバウンド テニス教室なども行っ

ています。今後はご提案のあった「ゆるスポーツ」も新たに視野にいれ、様々な人にス

ポーツに親しんでもらえるように取り組んでいきます。

スポーツ文化課

・「ゴルフのまち」は何を発信しているのかわからない。キャッチフレーズも見直し

てほしい。

 瑞浪市内には13ものゴルフ場があり、県内一の数を誇っています。また、瑞浪市の年

間観光入込客数についても、ゴルフ場利用者が大多数を占めていることから、ゴルフを瑞

浪市の基幹産業として推進しています。その為、ゴルフの町みずなみ実行委員会を組織

し、オープンゴルフ大会や市内小学生向けのスナッグゴルフ大会などを開催することで、

瑞浪市を「ゴルフのまち」として認知して頂けるような活動を行っています。『ゴルフの

町みずなみ』のキャッチフレーズも市民の皆様になじみ深くなって頂けるよう、引き続き

情報発信に努めてまいります。

スポーツ文化課

商工課

基本方針５

教育文化

社会教育

生涯スポーツ

就学前教育・学校教育

 現在、本市では瑞浪市公共施設等総合管理計画に基づき、公共公益施設の集約・再編を

進めております。同時に、瑞浪駅周辺まちづくり基本計画を策定し、駅北エリアに集客の

核となる公共公益施設として、図書館・総合文化センターの集約および再編を行う施設を

計画しております。図書館も含め公共施設全体の機能などについては、いただいたご意見

を参考に検討を進めてまいりますのでご理解くださるようお願いします。
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・高地を利用した自転車、マラソン選手の合宿所提供。
 一般的に高地トレーニングは標高1300m以上が理想とされるため合宿所の提供は困難

です。
スポーツ文化課

・コロナ禍の影響もあり、家に閉じこもりがちな人も多くいるので、家庭で楽しめる

簡単な体操やゲーム、昔の歌等を教えてほしい。

 運動習慣のきっかけ作りとして、どなたでも楽しんで取り組める「自宅でできる健康づ

くり体操」をHPで動画公開しています。
スポーツ文化課

文化・芸術・文化財 ・地歌舞伎をもっと広く知ってもらうようにしてほしい。
 現在、岐阜県でも地歌舞伎のPRに力を注いでいますので、県とも連携して美濃歌舞伎

のPRに努めます。
スポーツ文化課

・自治会活動が人口減少や高齢化によって成り立たなくなっており、住民の負担が大

きい。
市民協働課

・自治会費や役員数を減らしてほしい。 市民協働課

・地域の活動は、強制ではなく、有志での参加にしてほしい。 市民協働課

・アパートにも広報誌を配布してほしい。 企画政策課

・道の駅やサービスエリア等でクーポンやパンフレットを配置し、特設サイトではイ

ベント等の新しい情報を常に発信してほしい。
企画政策課

・どんなイベントが開催されているのか広報等で発信してほしい。 企画政策課

・瑞浪市のPR不足。 企画政策課

・5Gが早く対応できる市になってほしい。 企画政策課

・誰もが住みやすいまちづくりに期待する。 企画政策課

・人口減少への対策をし、人口増加に努めてほしい。 企画政策課

・現在の施策では対応が不足している。もっと市民が一体となってできるような行事

や、市外の人が来たくなるようなアイデアを考えてほしい。
企画政策課

・名古屋市に市民がつくった直売所を設置する等、瑞浪市以外から市民に還元できる

ような政策を考えてほしい。
企画政策課

・アンケートが封筒に入れづらい。スマホでも回答できるようにしてほしい。
 封筒につきましては、ご不便をおかけしております。

 次年度よりインターネット回答も可能とするよう調整を進めています。
企画政策課

基本方針６

新たなまちづくり

協働のまちづくり

情報共有

 引き続きまちづくり施策を展開することにより、住みやすいまちづくりを目指していき

ます。人口減少対策については、移住定住、企業誘致などの施策を展開することで人口減

少の抑制に一定の効果を得ています。引き続き地方創生の実現に向けて施策を展開してい

きます。

また、まちづくりについては、市⾧と語る会やまちづくりワークショップなど、市民との

意見交換を行い、一緒になってまちづくりを考えています。

瑞浪市外での瑞浪のPRについては、東京事務所（東京都千代田区：都道府県会館内）に

て行っていますが、今後、必要に応じて市外での取組も検討していきます。

 人口減少や高齢化による地域行事の負担増について、また、住民同士のコミュニケー

ション不足の解消や地域での支え合いについては、無理のない範囲で参加できる工夫をす

ることや、これまでの活動費用を見直す等、自治会内で話し合いをもっていただきたいと

考えています。

また、地域の活動は地域内の方々がお互いに協力し合い活動いただいているものとなりま

すので、お願いいたします。

 広報は、原則区⾧会を通して配布しており、集合住宅（アパート等）はオーナーまたは

管理会社を通しての配布となります。オーナーまたは管理会社を通してご申請ください。

 広報の各ページや暮らしの情報ガイドにてイベント情報等の情報提供をさせていただい

ております。ただし、紙面の都合等で掲載できないもののありますので、市ホームページ

のイベントカレンダー等でもお知らせしています。

 ５Gの対応につきましては、民間にて整備が進められています。
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・アンケートに答えた人に対してクオカード等を配布するようにする。  回答率を上昇させる上で効果的であると思いますが、実施の予定はありません。 企画政策課

・設問13に「わからない」の選択肢を増やしてほしい。  選択肢を追加する予定はありません。 企画政策課

・町の区画整理外の場所も隅々まで見回りに来て、住民の声に耳を傾けてほしい。

 地区要望や市政直行便など様々な方法で皆様からの意見をいただいております。各課窓

口に来ていただくか、電話でも構いませんので、ご要望等ございましたらお聞かせくださ

い。

企画政策課

・駅前の開発や道路の整備よりも、コロナ対策費として医療や飲食店への配慮等に使

うよう検討してほしい。

 コロナ対策については、とても重要であると認識しており、必要な施策を検討し実施し

ているところです。今後も限られた予算の中で、事業効果を検証しながら必要な施策を実

施してまいりますのでご理解いただきますようお願いします。

企画政策課

・電気事業への参入。災害時にも電気、水道、下水、ゴミ処理等のインフラが機能で

きるように。

 市は、瑞浪市エネルギー最適化事業を推進し、市民の太陽光発電の自家消費を促すため

蓄電システム設置費用の一部補助を行っています。また、老 朽化した下水処理場、配水

池及び上下水道管路等の改築更新や耐震化を計画的に実施して、上下水道機能の充実を図

るなど、大規模災害発生後であっても、生活・経済活動に必要最低限の電気、ガス、上下

水道、燃料等を確保できるよう努めます。

生活安全課

・公共料金が高いので見直してほしい。  今後も適切な料金の算定に努めていきます。 企画政策課

・市役所の移転はやめてほしい。

 本庁舎につきまして、令和３年度から４年度にかけて今後２０年間使用できるように改

修工事を行っております。２０年後を目途に本庁舎を新築等することになりますので、そ

の際は移転の検討がされます。

総務課

行財政運営
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令和３年度市民アンケート自由意見に対する市の考え方

基本方針 施策 主な自由意見 市の考え方 記入担当課

・現在の年金制度に加えて、市独自の年金制度を検討してほしい。

 年金制度は、現役世代が納める保険料を基本財源として、そこに国庫負担金（税金）を

組み合わせることで、安定的に年金を給付できる仕組みですので、本市独自で考えること

はできません。

保険年金課

・瑞浪市職員の給料制度の見直し。（昇給等）

 本市職員の給料は、国家公務員に準じて定めており、概ね民間給与の平均賃金と同一水

準となっています。そのため、本市職員の給料が特別低いということはございません。し

かし、やる気のある職員や能力の高い職員が意欲的に働き続けるためには、そうした職員

を適正に評価し、昇給・昇格等の結果につなげていくことが大切だと考えています。本市

では、職員の能力とその年度に達成した業績によって評価を行う人事評価制度を導入・運

用しており、毎年人事評価者研修を実施することで、公平・公正な制度運用に努めていま

す。

今後も適正な給与水準を確保するとともに、職員が働きやすい職場環境の維持向上に努め

てまいります。

秘書課

・病院再編の検討に関わる会議員や自治会に若い人を多く採用してほしい。

 新病院の基本構想策定委員会には、有識者や市議会議員、連合自治会など各関係団体の

代表として委員を担っていただいていますが、基本構想策定にあたっては、公募にて募集

した市民によるワークショップからの意見を反映しつつ進めていますので、ご理解いただ

きますようお願いします。

健康づくり課

・市会議員の手当てが多いので見直してほしい。

 議員報酬については、市⾧が「瑞浪市特別職報酬等審議会」の意見を踏まえ議会に条例

案を提出します。

 本市の議員報酬については、類似団体、近隣市町村議会と比較しても、決して高いわけ

ではありません。市議会としましては、二元代表制の一翼を担う地方議会として、その機

能を低下させることなく、その責任と役割を全うするためには一定の報酬は必要であると

考えています。しかしながら、時勢を踏まえ議会自ら身を切るべきとのご意見があること

も承知をしておりますので、引き続き議会としての検討課題とさせていただきます。

議会事務局
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